
（別紙３）

～ 2025年　2月　28日

（対象件数） 50 （回答者数）
42

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 9 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

共有したことを以後の療育に生かしている。

2

自分の意志で外遊びの内容を決め、しっかりと体を動かして

いる。

畑での作業やお花見をすることで季節を体感できている。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

パーテーションを利用する。

2

近隣の自治会に問い合わせる。

3

外部講師の依頼を行う。

療育後、職員全員で振り返りを行いその日のうちに情報の共有

を行っている。

その日の児童の様子を共有している。

マイナスな事だけではなくできた事（前向きな様子）も伝えて

いる。

園庭や畑など広いスペースが確保されており、外遊びや畑での

作業（植付けや収穫）が安全にできる。

できるだけ外遊びできる時間を作っている。

季節を楽しむ為の花見や虫取りを行っている。

学園附属の施設なので学生との交流ができる。 事前の打ち合わせや反省会などを行い、次に生かせるようにし

ている。

外部研修が少ない。 他事業所の様子を把握できていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

療育室は広いが、仕切りがないので個々のペースに合わせにく

い。

別室が無いため、クールダウンする所がない。

廊下に出ることはできるが1人で静かにできるスペースにはな

らない。

地域との交流に参加できていない。 地域行事を把握できていない。

2025年　2月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 あさひ子ども園そら　放課後等デイサービス

○保護者評価実施期間
2025年　2月　10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


